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主張 。研修

4′ ■2・ ■3 協力隊オンライン研修

6′ 9 地域お こし協力隊初任者研修対面

6′ ■0～ 6′ ■2 伊是名島内洞察 空 き家利用を目的に

7′ 2■ ～ 23 勝山軽 トラ市視察

7′ 28 地域お こし協力隊合同研修対面

8′ ■3～  8′ ■8 イング リッシュcamp
9′ 20～ 9′ 2ユ   うるマルシェ′ハ ッピーモア視察

■0,20～ ■0′ 24 ぼ つぽ町田 。モズクPR
■■′23～ ■■′27 離島フェアロ

2′ ■～2′ 5 タイムス .

研修主張 。主張   計 計 32日
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活 動 を す る に 当 た り 大 切 に し て い る こ と
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きつかけは・…タマネギ収穫祭

規絡外タマネギをいつも大量に捨てるのはもつたいない。大切に育てたタマネギを多くの方に

食べてもらいたい :そういつた農家さんの声をきき、協力隊初めての活動としてタマネギ農家さ

んと共同でタマネギ収穫祭を企画。

これをきつかけに



タマネギ収穫祭で気がついたこと

・ 村内の一次産業の高齢化 。衰退が進んでいること

・ 規格外のタマネギが廃棄されていること。 (畑の肥やしになっている)

。子供達や観光客が普段体験することができない収穫体験をすることで、商品の

知名度、地産地消意識の向上、一次産業関心度アップにつながること。

・ 島で育てた野菜を島で消費してもらうことは農家さんのやりがいにつながり

生きがいを生み出すこと

・ 捨てる以外の方法を考えることに価値があること



島の素敵なもの 。美味しいものを集めて

マルシェを伊平屋でやつてみるのはどうか !

●
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地元の魅力が集まる

「マルシェ」

マルシェつて ?

「市場」を意味するフランス語です。マルシェというのは、

地域の農家さん、物作りをしている人、お年寄りから子ども

までが集まり、地域の物を直接買うことができる。

また様々な人と人がつながり、その地域の魅力が

集結する場です。
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島の方臨を聞いてみると・…色んな野菜を作つている方がいる

規格外などの野菜が余つている方は多い

手作りの加工品も作つている。

けれど。。。

● ・ 売 り方がわか らない

o気 軽 に販売 で きた ら良い

o出 す ことに勇気が いる

o準備 な ど手間がかる事 は続かなか った
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・ 準備が楽と言うこと

・ 荷台に商品を載せ、販売し

・ 帰りはそのまま帰るだけ。
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。コミュニケーション⇒商品開発のきつかけ
。生きがい楽しみ⇒生産者のモチベーションUP
。工夫⇒ブランドカ (よ りよい商品)

。安心安全・付加価値⇒リピ…ター、ファン獲得
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伊平屋でマルシェを行う目的

。地産地消問題、域内循環意識の向上
。観光客でも島の生産者と直接関わる機会を

・ 一次産業への関心度を上げる
。高齢者の生きがい作り
。まずは地域から元気に
。この島にに住み続けたいと思う島作りを
。地域の強みを見つけ出す (地元の魅力が集

まると地域の価値が上がるから)



ターゲットと時間帯設定↓

:ムーンライ トマラソンお帰りのお客様。 (お土産を購入したいであろ

う方)村内で一度に多くの来島者が訪れる日であり、一番の特産品をア

ピールできる時だと思う。

お客様がフェリーを利用する で開催。●

～

:人の流れを確保する

最初にお客様の導線を確保

観光交通課 。商工会を交え

し、人がばらけず集まる構図を海上輸送部 。

ミーティングをし最初に決めておいた。
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宣伝方法

SNSでの宣伝、村内の売店や

運天港乗り場にポスタ中を貼つた

また、ランナーのゼッケンと一緒に

チラシを入れてもらった。
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今回のいへやマルシェでは

・ 伊平屋酒造所
。倶楽部 野市の塩

・ 種水土花

・ 漁協組合

・ 釣り吉

・ 海屋から千増
。アグリ「和の目」

・ Umicafё

情泊滑周辺にて

2023/10/29
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島
し`へやマルシ上についてのあ間い合わ甘 伊平理ヽ商工会 rEL 0930 46,912よ で

8組が参加し全体で約100万の売り上げ。



伊平屋マルシェの今後
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開催決定 !
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ポニーとのふれあい

フリ…マーケツトコーナー

・ 古着・ 食器 。日用雑貨
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ESLキ ャンプをきっかけに島ママさんから

。「子供達に英会話教室があればうれしい」

o「島には習い事の種類が少ない」
o「自分じや教えきれないから、やつてほしい」

というお声を耳にするようになった。
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イングリッシュクラブ行う目的

・ 幼児から英語や異文化に触れる機会

o子育て世代が島に住みたいなと思う

o保育時間の有効活用

・ 習い事の種類少ない→増やしたい

を

ような町作り



第5次伊平屋村総合計画からインスピレ…ションを受けた部分

イ ング リッシ ュク ラブ は第 5次 伊 平 屋 村 総 合 計 画 に あ る、

基本 目標 ■ く人 (教 育・ 文化 の分 野 )〉 "島 の未 来 は教 育 が作 る "

基本 項 目 2(暮 ら しの分 野 〉 "女 性 と子供 が 大切 に され 、 すべ て の住 民 が 安心 して暮 らす 島 "

を元 に創 出 され て い る。

く人(教 育 。文化の分野))か らは

①保育 。幼児教育の充実

②国際理解教育及び郷土教育の推進

③英語学習の推進

④すべての子供たちが安全安心な学びを享受できる学習環境等の整備

⑤子育て世代 。共働 き世帯へ支援の充実

③教育移住 とコミュニティ・ スクール構想の推進

①すべての子供たちが生涯を通 して学ぴ合い 。学ぴ続 きあ事のできる環境の創出

くくらし分野)か ら

①地域の子育て 。子持ち環境の整備
を参 考 に して い ます。



What Ⅵ「e do?
クラブ内ではどんなことをするのか?

rm tttngtOSpeakENGHSHasmuchaswecanpossibに dunngthelesson.

Eveりdag島ドmgoingtoorganizeEngitth FunadMjes,

garⅥes and readinttforkidseach letton.

私たちば可能な限り英語のみで子供たちと会話します。

レッスン中は楽しい英語のアクティビティを用意し、

子供たちと楽しみながら英語を使う練習をしています
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目的

o陶芸は元々趣味で好きだつた

o伊平屋焼きを広めていきたいと思つた

(比嘉さん以外後継者がいない)

oイヘヤ焼きは新たなお土産や体験アクティビティに

なるのでは?



イヘヤ焼きつてなに?

・ 島出身の今年90歳になる比嘉 武さんが一人で作 つている

やちむんのこと。

o伊平屋の上 ■000/oを使い、粘土から自ら作 り上げる。



ムーンライ トマラノン用の メダル製作

泥を採取し水でふやかす

田名の上を利用

泥水を攪拌し異物をこす。

それから乾かす。

粘土状に錬つた上で

ムーライトのメダルにしていく 釜で1300度 で約10時間焼く



ブィレッジ トレイル用賞品製作
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名刺 の デザ イン

ⅢキΥlll精
l脅ⅢF町4f

卜 `| "二・ 'I.f「
 ィEBISu l生 すヽRI卜lE｀lERVIヽ [

Ⅲl■ hthi l二 R● r佐■lJl,と , ■11よ Iぅ [ぅこ f A〔[J'l it〕 ll,

M ttrinf部 ■liViiv
▼

1'■ 1“ :

gr、 こ

今後はイラストデザインや

ポスターデザイン

伊平屋を活かしたオリジナ

ルグッズの制作なども行い

たいと思っている。
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協

力

隊

合
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研

修

協力隊合同研修会では沖縄県の協力隊が集結しお互いの目標や、

悩みをシェアできたり協力隊として横の繋がりもできた。



青年会 と豊年祭
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離島 フエ ア
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選会
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協 力 隊 の 休 日
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釣 りを して

地 元 の旬 の食 を知 る
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農業体験 を して地元 の味 を知 る



高嶺ルビー 赤そばを試験栽培お手伝い
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cooking and baking 島の食材を利用 して
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